
  

誤りの事例 2 

これは、敵側の蹴る選手の足に対し

て十分に接近した地点に位置してい

ない事例です。敵側の蹴る選手は、

ボールがブロックされずに、容易に

プレーすることができ、ブロックを

試みた選手が、ボールが蹴られる

際、敵側の蹴る選手の足に接触する

可能性が十分にあります。 

 

ブロックを試みた選手が、敵側の蹴

る選手の足に接近し、ボールをブロ

ックし、確実にボールを奪うことが

できるようにしてください。  

 

このテクニックは、手を「W」の形に

し、堅く握る技です。常にボールから

目を離さないでください。選手は、敵

側の蹴る選手の脚/足に近付き、ボール

へのブロックのために手を下に降ろさ

なければなりません。  

 
 

常にボールから目を離

さないでください。 

「W」の形

一方の足を他方の

足よりも前方に出

します。 

敵側の蹴る選手の

足に対して接近さ

せます。 

手を「W」のような形にします。 

手を堅く握り、ブロックの際に使える

ようにします。 

蹴る選手の脚/足に近付くことにより、

ボールに接近することができます。 

 堅く握ります。

顔を背けない

でください。 
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